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研究成果の概要（和文）：本研究では大学生のアカデミックライティングの質を高めるための基

礎研究，開発研究，実践研究を行った．基礎研究においては，大学生のレポート観，批判的思

考についての各種調査を行った．開発研究においては，上記調査に基づき問題構築的読解や，

Toulmin の論証図式の利用を援助する学習支援システムを開発した．実践研究では，上記のシ

ステムを使い，その有効性を検証するとともに，レポートで取り上げる問題の定式化の重要性

を明らかにした． 

 

 

研究成果の概要（英文）：In order to improve students' ability to write academic essays, we 

have carried out a structured research program that involved the basic psychological 

research on students' ability, the development of writing support systems, and the 

evaluation studies.  Based on the basic psychological studies on students' conception and 

ability, we have developed computer-based support systems that facilitate critical reading 

as well as logical writing.  A series of evaluation studies have revealed the effectiveness of 

the systems and the importance of problem setting to write better essays. 
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１．研究開始当初の背景 

 大学進学率の上昇や国際的な潮流を受け
て，日本の高等教育は大学における教育の質
保証と学習成果の明確化を強く要求される
ようになった．こうした動向を反映して，学
士課程教育が共通して目指す学習成果「学士
力（仮称）」（文部科学省，2007）には，コミ
ュニケーション・スキル，論理的思考力，創
造的思考力，情報リテラシーが含まれる．レ
ポートライティングはこれらの能力を統合
し，活用することが求められる重要な活動の
一つと言える． 

 ところが現状ではこのレポートライティ
ングを大学生が十分に理解し，達成できてい
るとは言い難い．高校までの教育においては，
自ら問いを発見し，それに対する主張，論拠
を述べて構成する主張型レポートが十分な
形で行われているとは言えない．また多くの
大学がライティング指導の重要性に気づき，
その教育を始めてはいるが，これらは数回程
度の実習でレポートの書式を学ぶ形式にと
どまるものが多い．このような状況を反映し
てか，レポートライティングについての多く
の教科書や参考書が出版されている．しかし
ながら，これらの多くはどのように書くかに
焦点を当てたものであり，何を書くべきか，
どのように問題を立てるのかについての記
述はきわめて尐ない． 

 このままでは，初年次生が高校までの作
文・感想文と大学での学術的なレポート・論
文との区別がつかず，大学での学修に戸惑い
を覚え，ひいてはその後の社会での活動に支
障をきたす危険性が存在する． 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は，大学生が独創的で，論理
的なレポートを作成できる能力を身につけ
るための学習内容，学習方法を提案すること
である．この目的の達成のために，学生の実
態調査を行い，それに基づき大学でのライテ
ィング教育のための基本的フレームワーク
を準備する．次にこのフレームワークにした
がってライティング支援システムを開発し，
これを運用し，評価を行う． 

 この研究の特徴は以下の点にある．第一に，
構造化された研究プログラムであることが
挙げられる．ライティングに関する学生の考
え方や実態を明らかにする基礎調査研究モ
ジュール，これらに基づいて支援システムを
開発する開発研究モジュール，そしてこれを
運用評価し，さらなる改善につなげる実践評
価研究モジュールを設置している．これらの
有機的な連携により，効果的な学習環境の構
築が期待できる． 

 第二の特徴は，ライティングの問題を「ど
う書くか」という論述の方法だけでなく，「何
を書くか」という問題設定も込みにして考え

るという点にある．問題設定は気づきから定
式化までのプロセスが含まれ，これを通して
単なる関心や興味を越えた，レポートに取り
上げるに相応しい問題が作り出される．問題
設定には批判的思考が関係するのは当然と
して，批判的読みや，レポートという形式に
適した定式化が含まれている．これらについ
ての基礎研究を行いつつ，問題設定を支援す
る具体的な方法を探究する．また論述につい
ては，これまでに海外のライティング教育の
分野でよく用いられてきた Toulmin（1958）
の論証の図式を利用する． 

 第三の特徴は，近年の ICT と協調学習の知
見に基づく CSCL （ computer-supported 

collaborative learning）環境の構築を行うこ
とである．ICT の利用と他の学習者との相互
作用を通して，自らの考えを深める学習環境
づくりを目指す実践は多いが，大学生のライ
ティング教育の中でこの有効性を検討した
ものは尐ない．本研究では，Web 上に授業で
用いた資料や，提出が求められる各学生の小
レポートを公開し，公開されたものに対して
質問，コメント，批判が自由に行えるシステ
ムを構築する．また授業内でもディスカッシ
ョンや議論を通した学習方法を明示的に取
り入れ，学習者同士のインタラクションを通
した学びを促進する．  

 上記の目標は単一分野の研究者だけで達
成することは困難である．認知科学，教育心
理学，高等教育，図書館情報学，ソフトウェ
ア科学の知見を，よりよい教育実践のための
原理と方法論を探求する教育工学の見地か
ら統合する必要がある． 

 

３．研究の方法 

(１）基礎調査研究 

学生の初期状態を正しく把握することな
しに，教育の方法を考えることはできない． 

そこで基礎調査研究においては，問題設定，
および論証を含むレポート観についての調
査を行う．問題設定に深く関係するのは，近
年急速な発展を見せている創造的問題解決，
批判的思考研究の成果である．この成果に基
づいた教授的介入の可能性を検討する．論証
については，Toulmin（1958）の提唱した図
式（主張，データ，保証，裏づけ，反証，限
定）が分野を超えた一般的なものとなる可能
性が高い．学生たちがこの図式の各要素につ
いてどの程度の理解をしているのか，またそ
れは学年とともに変化するのかを質問紙調
査などを用いて明らかにする．これらの知見
に基づいて，学生の問題設定と論証能力の初
期値を的確に把握するための方法を探求す
る． 

(２）開発研究 

開発研究においては，論理的で創造的なレ
ポートライティング能力を育成するための



具体的な教育プログラムの策定，および ICT

を活用した支援システムの開発を行う．本研
究が特に焦点を当てるのは，Toulmin の図式
と協調学習である．Toulmin の図式はレポー
トの構造について領域を超えた一般的な枠
組みを提供している．したがって教育プログ
ラムもこの図式の理解と利用の促進を目指
すものとなる．しかし，一般的な教示方法で
抽象度の高いこの図式を十全に理解するこ
とは難しい．そこで他者との相互作用を陽に
導入した学習環境の構築を目指す．授業で用
いる学習プログラムには，相互批評活動，ジ
グソー学習を取り入れる．また授業時間外の
相互作用，リフレクションを促進するために，
既存の CMS や LMS，および近年の先進的な
Web インタフェースの有用な要素を取り入
れつつ，協調ライティング環境を構築する． 

（３）実践・評価研究 

 研究代表者，分担者の担当する 1 年生向け
尐人数（20 名程度）の授業を用いて実践を行
う．すべての授業は前期に行われるので，8 月
以降に評価研究を行う．中間レポート，最終
レポートの成績を従属変数，初期レポートの
成績，批判的思考，発想力などの初期値，お
よび協調ライティング環境の利用状況（ログ
の解析），ディスカッションにおけるプロト
コル分析などの中間的指標を独立変数とす
る評価を行う．また，年度ごとの評価を通し
て，学習プログラム，協調ライティング環境
の改善を定常的に行う． 

 

４．研究成果 

（１） 基礎調査研究 
 基礎調査研究では，大学生のレポート観に
ついての調査と，レポートライティングの問
題発見に重要な直感的・感情的思考と，問題
の洗練と定式化に重要な批判的思考の 2 つに
焦点を当てた研究を行った． 

 まず大学生のレポート執筆活動に対する
イメージを SD 法による多変量解析によって
検討した．調査の結果，大学新入生はレポー
トに対して他者や外部の資料に準拠した記
述をするものという見方が強いこと，その反
面独自の主張を展開することに消極的な態
度を示すことが明らかになった．また，「客
観的であること」と「自己主張をしないこと」
とを混同し，レポートを「調べ学習の報告」
として捉える傾向も見られた。これに加えて，
批判的思考と学習態度との関係を探るため，
小，中，高および大学生を対象とした調査を
行った． 

 次にレポート作成の発展プロセスを解明
するために，レポートを書くための文献の読
解と通常の読解との違いを理論的に分析し，
問題構築的読解という概念を提唱した．また
この読解においては直感的・感情的思考が大
きな役割を果たすことを明らかにした．また

問題設定を段階的に行う授業で利用したワ
ークシート分析を行い，そこでの省察のタイ
プと提出されたレポートの関係を明らかに
した．さらに，我々と同じ方向の研究のレビ
ューから，ピアフィードバックが教育評価の
分野において中心的な役割を果たしつつあ
ることが明らかになった．また，教育実践研
究では，ピアからのフィードバックだけでは
なく，ピアへのフィードバックを行うことを
通した学びの可能性が明らかになった． 

 一方，気づきの支援をより理性的なプロセ
スにすることも重要である．このため食品や
健康についての批判的思考の実態を調査す
るとともに，社会人（ホワイトカラー，教師
など）の批判的思考のプロセスや成長・変化
について研究を行った．加えて従来の批判的
思考態度尺度をより洗練させるための試み
も行った．これに加えて，図書館情報学の観
点から，効率的で合理的な文献の検索のため
の指針を明らかにし，これを学生のレポート
ライティング力向上につなげるため，聴き取
り調査および実践研究を行った． 
（２）開発研究 

 レポートライティング教育において重要
な課題は，問題設定と論証の 2 つである．こ
れらのプロセスを CSCL 環境において支援
することを試みた．まず問題設定における気
づきのプロセスを支援するために，EMU

（Emotional and Motivational Underliner）
を開発した．このシステムは Web 上に用意
された資料に直感的・感情的思考を誘発する
感情タグを付すことができるシステムであ
る．これを用いることで学習者が文献を読む
時の素朴な直感を外化することができる．ま
た,このタグにコメントを付すことも可能で
ある．さらにこれらを学習者コミュニティー
に公開し，相互に閲覧，コメントが可能とな
っている．EMU はその後，機能の追加・修
正を続け，実用性の高いシステムにするため
洗練を続けている． 

 また，文章を書く段階において，論理的に
構造化された論文構成の支援を行うことも
有益である．そこで，過去の優良な論文群の
構成をもとに，対話的に論文構成の構築を支
援するシステムを開発し，評価実験により有
効性を評価した．また，Toulmin の図式を拡
張し，論証の規模が拡大した際にも有効に機
能する推敲支援システムの構築も行った． 

（３）実践・評価研究 

 感情タグと協調学習を 2 つの柱とする
EMU の評価実験の結果，感情タグの使用に
より，資料中にある問題点を批判的・懐疑的
に捉えられることが示された．また授業で
EMU を利用したデータを分析し，学習者の
意見文の成績と，他学習者が資料を批判的・
懐疑的に捉えた下線・コメントに対するピア
コメントの産出量に正の相関がみられた． 



 定式化のプロセスについて，それが問題の
明確化，普遍化，相対化の 3 つからなること
を指摘した．これを支援するために，Blog を
用いた試験的な実践授業を行った．その結果，
Blog を用いた問題設定は，同様の活動を紙と
鉛筆で行う時と同様の成果が得られること，
またディスカッションのまとめにおいては，
紙と鉛筆のクラスよりも，再構成的，メタ的
な記述が増えることが明らかになった．論証
については，ピアレビュー方式を取り入れた
授業を行った．その結果，ピアレビューによ
りレポートにおける主張の一般性，データの
利用，基準の妥当性，比較などが促進される
ことが明らかになった． 

 また，アカデミックライティングに欠かせ
ない批判的思考を育成するための教材を開
発し，それを授業内外で用い，その効果を検
討した．ただしこの効果は限定的であり，改
善の余地（スキーマの準備，問題作成活動の
必要性）があることが明らかになった．これ
に加えて論文作成の新しいトレーニング方
法として，論証概念の具体-抽象変換スキル訓
練のための授業作りを行った． 

 また図書館情報学の知見を活かしたレポ
ートライティング技法の育成プログラムを
実践し，その効果の検証を試みた． 

 また，EMU は学生がクラスで共通の資料
を読解することを想定して構築したシステ
ムだが，学生の提出したレポートを学生同士
が批評し合うピアレビューを行うためのシ
ステムとして転用することも可能である．こ
のような形でも EMU を授業で利用し，学生
はレポートの草稿のピアレビューを行った． 

 そしてこれまでの研究成果に基づいて，丸
善株式会社の主催する，図書館職員向けの
「ライティング支援セミナー2011」を企画，
実施した． 
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